
2023年度

時 期 1年A巡 単元 学科 教科名

基礎自動車工学ﾃｷｽﾄ

筆記用具、カラーペン

今宿 ●■

野水 ■

該当

１．自動車の基礎である電気の流れを知る

２．今後国家試験に必要な電気の基礎を修得

１．電気回路の読み方の基礎を修得

２．電圧、電流、抵抗、合成抵抗、オームの法則、電圧降下、電位などの意味を理解する

３．計算の基礎を理解する

・学科履修試験での得点評価

  合格基準：整備科60点以上で合格、工学科70点以上で合格

　評価の種類：『優』・『良』・『可』（履修）、『未』（未履修）の4段階で評価

　評価基準：80点以上…『優』、　整備科60点以上、工学科は70点以上…『良』   

　　　　　　　　 整備科60点未満、工学科70点未満…『未』（未履修）

　　　　　　　   再試験・判定試験で合格した場合は得点に関係なく…『可』

＜出題試験項目＞

① 電気の基礎知識

② オームの法則、計算

基礎自動車工学、Ｐ７９～Ｐ８６まで事前に読んでおくこと。

※■⇒日産資格保持者 ※●⇒実務経験がある教員

1．実務経験のある教員による授業科目

第1号様式（1/2）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

５．準備学習

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

教科担

当

発行日
教科書等

持参品
08時限総時限

科 目 自動車工学

電装品構造１Ａ

2023年4月1日

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

自動車販売会社で自動車整備士として電装部品の分解点検整備の実務経験がある教員により電気の基礎について指導する。



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 授業についての注意点 基礎自動車工学　P７９～８０

目的、授業概要、安全注意事項

（１）電子

（２）電流

2 確認テスト① 確認テスト①

（３）電圧 基礎自動車工学　P８０～８１

（４）電流の三作用

3 確認テスト② 確認テスト②

（５）電源と起電力 基礎自動車工学　P８１

（６）直流と交流

4 確認テスト③ 確認テスト③

（７）電気抵抗 基礎自動車工学　P８２

（８）電気回路　

5 確認テスト答え合わせ 確認テスト④

（9）導体　不導体　半導体 計算プリント

（10）コンデンサ 基礎自動車工学　P８7

6 オーム計算（答え合わせ）

（11）オームの法則 計算プリント

（12）直列と並列 基礎自動車工学　P８４～８６

（13）電圧降下

7 振り返り 確認テスト(まとめ)

練習問題 計算練習問題

試験案内(計算解答マーキング方法)

第1号様式（2/2）

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

1年A巡 学科 電装品構造１Ａ



2023年度

時 期 1年B巡 単元 学科 教科名

3級エンジン

今宿 ●■

野水 ■

自動車整備士として電装部品の分解点検整備の実務経験がある教員により構造、作動について指導する。

１．国家試験に対する知識を身につける。

２．実整備に必要な知識を修得

３．計算力を身に付ける。

・国家3級試験レベルの問題が解ける

・ダイオード、バッテリ、半導体、始動装置の国家３級知識修得

①バッテリの構造、電解液と比重の関係、放電と放電終止電圧を理解する

②充電と放電の化学式の理解、5時間率放電電流、バッテリの型式の意味について理解する

③定電流充電法、定電圧充電法の違い、充電特性、ガッシングポイントについて理解する

④始動装置のモーターの原理について理解する

⑤フレミングの左手の法則、モーターの種類について理解する。

⑤スタータの構造、名称、マグネットクラッチの作動を理解する。

⑥始動装置のシステムについて理解する。

⑦整備上の注意点、点検整備の方法について理解する。

・学科履修試験での得点評価

  整備科60点以上で合格   工学科70点以上で合格

  80点以上：「優」    60点以上（工学科は70点以上）：「良」   60点未満（工学科は70点未満）：「未」

  再試験合格の場合得点に関わらず：「可」   再試験不合格の場合、学校長の権限により判定試験を実施し、合格の場合「可」

出題試験項目

① バッテリの構造、作動について

② 半導体の構造、作動について

③ 始動装置の構造、作動について

三級自動車ガソリン・エンジン、P81～P100を事前に読んでおくこと。  

※■⇒日産資格保持者 ※●⇒実務経験がある教員

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

教科担

当

発行日
教科書等

持参品
12時限総時限

科 目 自動車工学

電装品構造１B

2023年4月1日

1．指導教員の実務経験

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

５．準備学習



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 授業についての注意点

目的、授業概要、安全注意事項

半導体 概要

P型半導体、N型半導体

ダイオード

2 ツェナダイオード

発光ダイオード

フォトダイオード

NPNトランジスタ 

3 PNPトランジスタ

フォトトランジスタ

不特性サーミスタ、正特性サーミスタ

4 バッテリ 名称・種類・役割

開放型、密閉型ＭＦの違い

5 バッテリの構造

電解液と、比重

極板の配列について

放電

放電終止電圧の目的と定義

6 充電

化学反応式を用いての充電、放電

容量

５時間率放電電流とは

バッテリ型式

7 充電方法

定電流充電法、定電圧充電法の違い

充電特性

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

1年B巡 学科 電装品構造１B



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

8 始動装置

モータの原理  　フレミングの左手の法則

種類

直結式とリダクション式

リダクション式

アイドルギヤ式とプラネタリギヤ式

9 構造

スタータの構造・名称

モータの構造・名称

オーバランニング・クラッチの構造・名称

マグネット・クラッチの構造・名称

10 機能

直流モータの種類     直巻式、分巻式、複巻式

始動装置の作動

構成部品の名称と回路

プルイン・コイルとホールディング・コイル

11 整備

始動装置の点検・整備

電力の計算

　

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

1年B巡 学科 電装品構造１B



2023年度

時 期 1年C巡 単元 学科 教科名

3級ガソリンエンジンテキスト

今宿 ●■

野水 ■

該当

１．電気の基礎的な原理法則を理解する。

２．点火装置の構造、作動を理解する。

３．灯火装置の構造、作動を理解する。

４．電気計器の構造、作動を理解する。

１．点火装置の役割、構成部品、電気の流れ（バッテリ～スパークプラグ、アースまで）を理解する。

２．点火装置の構造、名称、制御を理解する。

３．灯火装置の役割、構成部品、電気の流れを理解する。

４．灯火装置の構造、名称、制御を理解する。

５．電気計器の構造、名称、、制御を理解する。

６．Ａ巡、Ｂ巡での計算問題(オームの計算・電力)を総合的に理解する。

・学科履修試験での得点評価

  合格基準：整備科60点以上で合格、工学科70点以上で合格

　評価の種類：『優』・『良』・『可』（履修）、『未』（未履修）の4段階で評価

　評価基準：80点以上…『優』、　整備科60点以上、工学科は70点以上…『良』   

　　　　　　　　 整備科60点未満、工学科70点未満…『未』（未履修）

　　　　　　　   再試験・判定試験で合格した場合は得点に関係なく…『可』

＜出題試験項目＞

① 点火装置の構造、作動について

② 灯火装置の構造、作動について

③ 計器の構造、作動について

三級エンジン、P108～P114、三級シャシ、P187～P203を事前に読んでおくこと。  

※■⇒日産資格保持者 ※●⇒実務経験がある教員

総時限 10時限
教科担

当

1．実務経験のある教員による授業科目

自動車販売会社で整備士として電装部品の分解点検整備の実務経験がある教員により点火装置、灯火装置、計器の構造、

作動について指導する。

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

５．準備学習

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

第1号様式（1/2）

一級自動車工学科・自動車整備科 授業計画

電装品構造１Ｃ

科 目 自動車整備
教科書等

持参品

発行日
2023年4月1日



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

3級ガソリン　

1 Ⅴ．点火装置

１．概要 ３Ｇ：１０８

2 ２．構造機能 ３Ｇ：１０９～１１０

１）点火の基礎 ３Ｇ：１１０

ダイレクト・イグニション ３Ｇ：１１１

イグニション・コイル ３Ｇ：１１１～１１２

３Ｇ：１１３

３Ｇ：１１３～１１４

3 スパーク・プラグ ３Ｇ：１１１

３Ｇ：１１１～１１２

３Ｇ：１１３

３Ｇ：１１３～１１４

4 ３．整備

イグニション・コイル点検

スパーク・プラグ点検

5 3級シャシ　 ３Ｃ：１８７

第９章　電気装置 ３Ｃ：１８８

Ⅲ．灯火装置

１．概要 ３Ｃ：１８９

２．構造機能

１）電球 (バルブ) ３Ｃ：１９４

6 2）ヘッドランプ

その他ランプ ３Ｃ：１９５

３Ｃ：１９７

Ⅳ．計器

１．概要 ３Ｃ：１９８

２．構造機能

7 １）スピードメータ

（a）交差コイル式

（b）ステップ・モータ式

積算計及び区間距離計 ３Ｃ：１９９

２）エンジン・タコメータ

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

第1号様式（2/2-1）

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

1年C巡 学科 電装品構造１Ｃ



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

8 ３）ウォータ・テンパレチャ・ゲージ ３Ｃ：２０１

４）フューエル・ゲージ

５）オイル・プレッシャ・ウォーニング・ランプ ３Ｃ：２０２

３．整備 ３Ｃ：２０３

１）スピードメータ

２）エンジン・タコメータ

３）ゲージ類

４）ウォーニング・ランプ

9 C巡のまとめ（総合問題）・計算問題（オームの法則）

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

第1号様式（2/2-2）

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

1年C巡 学科 電装品構造１Ｃ



2023年度

時 期 1年D巡 単元 学科 教科名

３級シャシ

３級ガソリン

２級ガソリン 今宿 ●■

３級ジーゼル 野水 ■

該当

1．実整備に活かすための基礎知識の修得。

２．国家試験の応用問題に対応できるための知識修得。

※１年生 重点課題　「クルマの楽しさや整備の面白さを伝える授業を実施する」→教科概要２に補足記載

１．充電装置の役割、構成部品、電気の流れ（ボルテージ・レギュレータ）を理解する。

２．整流作用について理解する。

３．ホーン及びワイパ装置の役割、構成部品、電気の流れを理解する。

４．冷暖房装置の構造、名称、制御を理解する。

５．半導体を使用した回路及び理論回路を理解する。

６．Ａ巡、Ｂ巡、Ｃ巡での計算問題(オームの計算・電力・トランジスタ増幅)を総合的に理解する。

７．国家三級の過去問題が分かる。

・学科履修試験での得点評価

  合格基準：整備科60点以上で合格、工学科70点以上で合格

　評価の種類：『優』・『良』・『可』（履修）、『未』（未履修）の4段階で評価

　評価基準：80点以上…『優』、　整備科60点以上、工学科は70点以上…『良』   

　　　　　　　　 整備科60点未満、工学科70点未満…『未』（未履修）

　　　　　　　   再試験・判定試験で合格した場合は得点に関係なく…『可』

Ａ～Ｃ準までのオームの法則の復習をしておくこと

※■⇒日産資格保持者 ※●⇒実務経験がある教員

1．実務経験のある教員による授業科目

第1号様式（1/2）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

５．準備学習

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

自動車販売会社で整備士として電装部品の分解点検整備の実務経験がある教員により、充電装置(電気の流れ)、ホーン、ワ

イパ装置、冷暖房装置の構造、作動について指導する。

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

教科担

当

発行日
教科書等

持参品
13時限総時限

科 目 自動車整備

電装品構造１D

2023年4月1日



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

3級ガソリン　（一部３級ジーゼル）

1 Ⅳ．充電装置

１．概要 ３Ｇ：１０１

２．構造

１）オルタネータ ３Ｇ：１０１～１０３

(1)ロータ

(2)ステータ

(3)レクチファイヤ (ダイオード)

【３Ｄ：ブラシレス型オルタネータ】 ３Ｄ：１２８～１２９

2 ３．機能

1)発電の原理 ３Ｇ：１０３～１０５

2)ダイオードによる整流の原理

3 3)オルタネータの起電力制御の原理 ３Ｇ：１０５～１０６

4 4)充電回路の作動 ３Ｇ：１０６

5)オルタネータの異常検出

４．整備

1)車上における点検 ３Ｇ：１０７

(1)充電表示の点検

(2)出力電流及び調整電圧の点検

(3)異音点検

2)オルタネータの取り外し及び取り付け

3級シャシ　

第９章　電気装置

5 Ⅴ．ホーン、ウインドシールド・ワイパ及びウインドシールド・ウォッシャ

１．概要 ３Ｃ：２０４

２．構造機能

１）ホーン ３Ｃ：２０４～２０５

・電気式ホーン

・エア式ホーン

2）ウインドシールド・ワイパ ３Ｃ：２０５

(1)ワイパ・モータ

(2)リンク機構 ３Ｃ：２０６

(3)ワイパ・アームとワイパ・ブレード ３Ｃ：２０７

(4)ウインドシールド・ウォッシャ ３Ｃ：２０８

第1号様式（2/2-1）

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

1年D巡 学科 電装品構造１D



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

3級シャシ　

5 Ⅴ．ホーン、ウインドシールド・ワイパ及びウインドシールド・ウォッシャ

３．整備

1）ホーン ３Ｃ：２０８

2）ウインドシールド・ワイパ・ワイパ ３Ｃ：２０８～２０９

(1)ウインドシールド・ワイパ取扱い上の注意

(2)ウインドシールド・ワイパの作動の点検

3）ウインドシールド・ウォッシャ

6 Ⅵ．冷暖房装置

１．概要 ３Ｃ：２１０

２．構造機能 ３Ｃ：２１０～２１１

１）冷房機能 ３Ｃ：２１１～２１２

２）暖房機能 ３Ｃ：２１２

7 ３．整備

１）冷房機能 ３Ｃ：２１３

２）暖房機能

３）共通部

2級ガソリン　

第７章　電気装置

8 Ⅰ．半導体

１．概要 ２Ｇ：６５

２．整流回路 ２Ｇ：６５～６６

1)半波整流回路

2)全波整流回路

３．定電圧回路 ２Ｇ：６７

４．スイッチング増幅回路 ２Ｇ：６８

1)スイッチング作用

9 2)電流増幅作用

５．発信回路

・LC発信器、CR発信器、固体振動子発信器 ２Ｇ：６９～７０

10 ６．理論回路 ２Ｇ：７０

1)AND回路 2)OR回路 ２Ｇ：７１

3)NOT回路 4)NAND回路

5)NOR回路 6)回路例 ２Ｇ：７２

11 計算問題 (オームの計算・電力・トランジスタ増幅)

12 D巡振り返り・復習問題、1年生総合問題

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

第1号様式（2/2-2）
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